
【取組内容①】「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」 ・資料の蓄積と学びの共有

相模原市立津久井中央小学校（神奈川県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

前時の振り返りをみんなで共有し、考えた
ことや疑問を確認してから本時の学習に入る。

教科書の内容を自分なりにまとめてスライド
に記録するが、教科書に線を引き、焦点化して
からスライドにまとめる児童もいれば、直接ス
ライドに入力する児童もいる。まとめ方も様々。
個々のやりやすい方法を選択してまとめる。

共有する場面では、集まって意見を交わすことも。
ＩＣＴを活用して共有する良さ、言葉で共有する良さ、
双方の良さを知り、使い分ける。



【取組内容③】 「端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等」 ・学校の学びを家庭学習につなげる

相模原市立津久井中央小学校（神奈川県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

津久井中央小学校では、学校の学びを家庭
につなげるためのＩＣＴの活用を探っている。
Classroomで小テストの内容を提示したり、
課題を提出したりするなど学校の学習を継続
して家庭で行うことで、個にあった進度で学
習を深めることができる。
また、休んだ児童も授業内容を確認できる

ので、学習への不安も減っている。

気を付けていることは、Classroomの内容を
見ていることを前提に進めるのではなく、授
業中に内容の確認は必ず行う。



【取組内容④】 「校務の徹底的な効率化や対話的・協働的な職員会議・教員研修」
・「学び合い」をベースとした授業改善と学びを深めるために効果的なＩＣＴの活用

相模原市立津久井中央小学校（神奈川県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

津久井中央小学校では、ＩＣＴを使う授
業をするのではなく、ＩＣＴを活用するこ
とで、子どもたちの資質・能力を身に付け
る道具としての使い方をめざして行ってい
る。校内研究「学び合い」の授業の中で、
ＩＣＴを取り入れることが、どれだけ効果
があることなのかも含め、今後検証を行っ
ていく。

教員がＩＣＴを活用した授業のイメージ
を共通してもつために、１単元を通して授
業公開をして、全教員が参観をしたうえで
取組をスタートした。


